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六本木三丁目地区の事後評価の実施手順は、図１のとおりです。 

第１回事後評価委員会では、六本木三丁目地区の現地確認を実施しています。 

第２回事後評価委員会では、港区市街地再開発事業事後評価制度にもとづき、「各事業の

目的に応じて設定する評価指標」及び「創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標」

について、事後評価委員会の「意見・助言」を頂き、内容を決定していきます。 

また、評価項目によっては住民満足度等を調査する必要があるため、「アンケート調査票

（案）」を作成しています。 

「アンケート調査票（案）」は、評価につながる重要な調査のため、調査方法について、

事後評価委員会の「意見・助言」を頂き、内容を決定していきます。 

第１回 

委員会 

事務局 

作業 

第２回 

委員会 

（今回）

事務局 

作業 

第３回 

委員会 

事務局 

作業 

図 1 事後評価の実施手順 

事後評価委員会事務局 事後評価委員会 

提案内容の確認・ヒアリング 

事業概要書の作成 

施行者（再開発組合等） 

施設管理組合 

六本木三丁目地区の現地確認 

施設管理運営面の確認・ヒアリング 

事後評価項目案の提案 

１ 事後評価の実施（手順及び作業の確認） 

意見・助言 事後評価項目の選定 

評価項目の決定・アンケート調査票の決定 

アンケート調査票（案）の作成 

評価書作成 

一次評価 

二次評価 

意見・助言 

結果の公表 
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２-1 各事業の目的に応じて設定する評価項目、評価指標（案） 

港区市街地再開発事業事後評価制度では、評価項目の評価指標を、『全事業に共通する評

価指標』、『各事業の目的に応じて設定する評価指標』、『創意工夫・独創性など施行者が提

案する評価指標』に分類しています。 

 六本木三丁目地区では、表１の評価項目と評価指標を『各事業の目的に応じて設定する

評価項目と評価指標』として設定します。 

表１ 各事業の目的に応じて設定する評価指標（六本木三丁目東地区） 

評価項目 
評価指標 

大項目 中項目 小項目 

建築物の整備 

建築敷地の整備 

居住性・快適性 住宅整備 住宅整備水準 

調和性・活力 地域創造 周辺環境との調和 

（１）評価項目として設定した理由 

□住宅整備、住宅整備水準 

六本木三丁目地区地区計画の土地利用の方針において、「街区内部においては、近隣の住

宅地の環境に配慮した落ち着きのある、定住性の高い居住機能を配置する」こととしてお

り、かつ、市街地再開発事業の都市計画において、620戸、約52,500㎡の住宅建設を目

標として定めているため。

□地域創造、周辺景観との調和 

六本木三丁目地区地区計画の建築物等の整備の方針において、「道路や広場と建築物が調

和した魅力ある都市景観の形成を図るため、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

を定める」こと、「快適な市街地環境や良好な都市景観を形成するため、地区内の緑化に努

める」ことを定めているため。 

２ 評価項目の設定 
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□参考資料１ 

□参考資料２ 
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2-2 創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（案） 

多様化する市街地再開発事業の評価にあたっては、事業目的の重点の置き方や課せられ

る課題が地区ごとに異なることから、それぞれの地区特性に応じた評価を行う必要性があ

ります。 

 また、地区ごとに地域の個性や多様な魅力を生み出す創意工夫・独創的な取組みについ

ても評価を行う必要があります。 

 六本木三丁目地区では、表２の評価指標を『創意工夫・独創性など施行者が提案する評

価指標』として設定します。 

表２ 創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標（六本木三丁目地区） 

評価指標 評価内容 

土地利用の適正化 低未利用地の解消に伴う人口動態と容積率充足率 

生活利便性向上への寄与 食料品・日用品等の生活必需品を取扱う生活利便施設の導入を評価

（１）評価項目として設定した背景、経緯、理由等（詳細は、別紙１参照） 

□土地利用の適正化 

六本木三丁目の事業実施区域内は、バブル期以降、開発による土地の地上げが行われて

いましたが、開発計画が頓挫したことにより、土地が遊休化し、都市の空洞化が進行して

いる地域でした。 

六本木三丁目地区市街地再開発事業では、「商業・業務機能と住宅とが融合した土地利用」、

「近隣の住宅地の環境に配慮した落ち着きのある、定住性の高い居住機能の配置」を土地

利用の整備方針とし施設計画に反映し、当時の上位計画※の実現を図っています。 

このようなことから、土地利用の適正化に伴い、低未利用地の解消に伴う人口動態と容

積率の充足率を評価します。 

※当時の上位計画（港区街づくりマスタープラン（平成8年2月）） 

赤坂・青山・六本木・三田周辺では、各種の用地地域が混在しており、東京を代表する都市活動の拠点

となっていますが、バブル経済期においては、最も人口減少が顕著になった地域で、住宅地への業務地化

の進入が目立っていました。しかし、住宅地の基盤も残されていたことから、平成8年度に策定した街づ

くりマスタープランによる住宅施策では、幹線道路に囲まれた街区内部の住宅地を保全しつつ、定住基盤

の維持をめざす「定住維持ゾーン※」として位置付けられていました。
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□生活利便性向上への寄与  

六本木三丁目市街地再開発事業では、再開発の建物居住者だけでなく、周辺居住者、周

辺就業者にも開かれた商業施設を整備することとし、施設低層部に、物販や生活利便施設

等の店舗を導入し、地区内外の生活利便性の向上に寄与しています。 

特に、生活利便性向上への寄与として、食料品・日用品等の生活必需品を取扱う生活利

便施設（スーパーマーケット）を導入したことについて評価します。 
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2-3 港区市街地再開発事業事後評価制度評価項目と六本木三丁目地区市街地再開発事業における事後評価項目一覧 

※『 ①  ：全事業に共通する評価指標』、『 ②  ：各事業の目的に応じて設定する評価指標』、『 ③  ：創意工夫・独創性など施行者が提案する評価指標』、『 ②   ：評価対象外』 

評価項目 
評価指標 評価内容 

参考 

大項目 中項目 小項目 評価分類※

公共施設の整備 都市基盤整備 道路の整備水準 従前・従後における道路の整備水準 ① 

住民等の満足度 道路整備状況の満足度（アンケート調査） ① 

住民等の利用頻度 道路の利用目的、利用頻度（アンケート調査） ① 

建築物の整備 

建築敷地の整備 

都市防災 耐火率（建物構造） 従前・従後における地区内建築物の耐火率 ① 

不燃領域率 従前・従後における地区内不燃領域率 ① 

細街路状況 従前・従後における地区内細街路の状況 ① 

防災施設の整備状況 防災施設の整備内容をもとに、地域の防災性の向上への取組み（防災訓練）など ① 

居住性・快適性 事業継続性 施設稼働状況 整備した住宅、事務所、店舗等の入居率 ① 

施設管理運営状態 施設の維持管理運営の取組み ① 

住宅整備 住宅整備水準 港区住宅基本計画等の住宅整備面積水準との整合性 ② 

公益施設整備 公益施設整備状況 公益施設の有無と整備床面積 ② 

住民等の満足度 公益施設の整備満足度（アンケート調査） ② 

住民等の利用頻度 公益施設の利用者頻度（アンケート調査） ② 

公開空地整備 公開空地の整備状況 公開空地の整備内容と整備状況（管理状況） ① 

住民等の満足度 公開空地の整備内容についての満足度（アンケート調査） ① 

住民等の利用目的・頻度 公開空地の利用目的・利用頻度（アンケート調査） ① 

調和・活力 地域創造 周辺環境との調和 区域全体のまちなみ・景観形成の取組み（特に近景景観、中景景観）の効果（アンケート調査） ② 

地域のシンボル 区域全体のまちなみ・景観形成の取組み（特に遠景景観）の効果（アンケート調査） ② 

地域の活性化の取組状況 自治会やエリアマネジメント組織の有無の確認、及び地域活動における地域活力の維持向上への貢献度 ② 

歴史・文化 地域資源の活用状況 歴史的建築物の保存、復元や地域の行事、祭りなどを継承する取組みの有無。 

また、新たな文化を創造する取組みの有無。 

② 

創意工夫・独創性 土地利用の適正化 低未利用地の解消に伴う人口動態と容積率充足率 ③ 

生活利便性向上への寄与 食料品・日用品等の生活必需品を取扱う生活利便施設の導入を評価 ③ 

費用対効果 費用便益比（Ｂ/Ｃ） 事業の効率性（従前・従後の費用便益比（Ｂ/Ｃ） ① 

② ③ ② ① 
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１ アンケート調査の目的 

事後評価項目に基づき、都市基盤整備等に関する住民の満足度や、公開空地整備の満足

度、防災施設の整備状況の認知度等を評価するため、アンケート調査を実施します。 

２ アンケート調査の実施 

（１）アンケート対象者 

 「地区外の方々も含め都市基盤や公開空地を整備していること」や「道路や広場と建築物

が調和した魅力ある都市景観の形成」などを事業の目的としていることから、地区内及び地

区周辺の住民、法人の方々を対象にアンケートを実施します。 

（２）アンケート調査項目と評価方法 

アンケート調査項目と調査項目における評価方法は表２のとおり設定します。また、評

価とは別に、今後の街づくりの参考資料とするため、地区内の方々を対象に、地域のコミュ

ニティー活動や満足度を調査します。 

表２ アンケート調査項目と評価方法 

評価項目（小項目） 評価指標 調査方法 

都市基盤整備 住民等の満足度 感性・官能調査 

住民等の利用目的・頻度 頻度調査 

都市防災 防災施設の整備状況 認知度調査 

公開空地整備 住民等の満足度 感性・官能調査 

住民等の利用目的・頻度 頻度調査 

地域創造 周辺環境との調和 感性・官能調査 

創意工夫・独創性 生活利便性向上への寄与 感性・官能調査、頻度調査 

3 アンケート調査 
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（３）アンケート調査票 

□六本木三丁目地区地区計画区域内の住民、法人用等：別紙２-1参照 

 □六本木三丁目地区地区計画区域外の住民、法人用 ：別紙２-２参照 

（４）アンケート調査の範囲 

アンケート調査範囲は、六本木三丁目及び六本木四丁目地内とし、図 2 の示す範囲とし

ます。アンケート調査票は、アンケート範囲内の全建物、住戸等、約3800戸（想定）を

対象に各戸2通を配布（ポスティング）します。 

図２ アンケート調査範囲 

（５）アンケートの回収 

「六本木三丁目地区地区計画区域内の住民、法人用」、「六本木三丁目地区地区計画区域

外の住民、法人用」ともに、後納郵便による回収とします。 


